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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相対的信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）のトレーニングプロセスを実行する方法であ
って、
　使用可能なパケットを伝送するためのパケット伝送速度を決定するステップと、
　前記決定された伝送速度で無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に前記パケットを伝送
するステップと、
　前記伝送されたパケットに基づいて相対信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）トレーニン
グプロセスを実行するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　あらかじめ定められた期間内に前記第２のＷＴＲＵから受信された少なくとも１つのパ
ケットに使用可能な少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定があるかを決定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　もし有効なＲＲＳＩ測定が使用可能な場合、前記少なくとも１つの使用可能なＲＳＳＩ
測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定するステップと、
　前記決定された前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩ
トレーニングプロセスに以前使用されたかどうかを決定するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスによって決定されたように、前記ＲＳＳＩレベルに
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対して確立された好ましいパケット伝送速度に前記パケット伝送速度を設定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　もし有効なＲＲＳＩ測定が使用可能でない場合、前記パケット伝送速度を決定するため
に伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　もし前記決定されたＲＳＳＩレベルが前に使用されていなかった場合、前記パケット伝
送速度を決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行するステ
ップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスは、
　もし前記送信された前記パケットに応答して肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが受信され
た場合、前記ＡＣＫメッセージのＲＳＳＩ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定して、前記Ｒ
ＳＳＩレベルに対して合計パケット伝送のカウントを増分するステップと、
　前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度を更新するステップと
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アクセスポイント（ＡＰ）のパケット伝送速度を管理する方法であって、
　使用可能なパケットを伝送するためのパケット伝送速度を決定するステップと、
　前記選択された前記決定された伝送速度で無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に前記
パケットを伝送するステップと、
　前記伝送されたパケットに基づいて相対信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）トレーニン
グプロセスを実行するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　あらかじめ定められた期間内に前記ＷＴＲＵから受信された少なくとも１つのパケット
に使用可能な少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定があるかどうかを決定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　もし少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定が使用可能な場合、前記少なくとも１つの有
効なＲＳＳＩ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定するステップと、
　決定された前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩトレ
ーニングプロセスに以前使用されたかどうかを決定するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　もし決定された前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩ
トレーニングプロセスに以前使用された場合、前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスによっ
て決定されたように、前記ＲＳＳＩレベルに対して確立された好ましいパケット伝送速度
に前記パケット伝送速度を設定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　もし少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定が使用可能な場合、前記パケット伝送速度を
決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　もし決定された前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩ
トレーニングプロセスに以前使用された場合、前記パケット伝送速度を決定するために伝
送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行するステップ
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　をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスは、
　もし前記送信されたパケットの受信に応答して肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが受信さ
れた場合、前記ＡＣＫメッセージのＲＳＳＩ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定して、前記
ＲＳＳＩレベルに対して合計パケット伝送のカウントを増分するステップと、
　前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度を更新するステップと
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　パケット伝送速度を調整するためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　前記ＡＰの前記パケット伝送速度を決定するように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサによって決定された前記速度で無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に
パケットを伝送するように構成された送信機であって、前記プロセッサは前記パケットに
相対信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）トレーニングプロセスを実行し、あらかじめ定め
られた期間内に前記ＷＴＲＵから受信された少なくとも１つのパケットに使用可能な少な
くとも１つのＲＳＳＩ測定があるかどうかを決定する送信機と
　を備えることを特徴とするＡＰ。
【請求項１６】
　前記プロセッサが、あらかじめ定められた期間内に前記ＷＴＲＵから受信された少なく
とも１つのパケットに使用可能な少なくとも１つのＲＳＳＩ測定がある場合、前記少なく
とも１つの有効なＲＳＳＩ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定し、前記ＲＳＳＩレベルが前
記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスに以前使用されたか
どうかを決定するように構成されていることを特徴とする請求項１５に記載のＡＰ。
【請求項１７】
　前記プロセッサが、あらかじめ定められた期間内に他のＷＴＲＵから受信された少なく
とも１つのパケットに使用可能な少なくとも１つのＲＳＳＩ測定がない場合、前記パケッ
ト伝送速度を決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行する
ように構成されていることを特徴とする請求項１５に記載のＡＰ。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳ
ＳＩトレーニングプロセスによって以前使用されなかった場合、前記パケット伝送速度を
決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを実行するように構成さ
れていることを特徴とする請求項１７に記載のＡＰ。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳ
ＳＩトレーニングプロセスによって以前使用された場合、前記パケット伝送速度を、前記
ＲＳＳＩトレーニングプロセスによって決定されたように、前記ＲＳＳＩレベルに対して
確立された好ましいレベルに設定するように構成されていることを特徴とする請求項１７
に記載のＡＰ。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、前記ＷＴＲＵが前記ＡＰによって伝送された前記パケットの受信に
応答して肯定応答（ＡＣＫ）メッセージを送信した場合、前記ＡＣＫメッセージのＲＳＳ
Ｉ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定し、前記ＲＳＳＩレベルの伝送のカウントを増分して
、前記ＲＳＳＩレベルに対して好ましいパケット伝送速度を更新するように構成されてい
ることを特徴とする請求項１５に記載のＡＰ。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、前記パケットへの肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが前記パケットの
伝送に応答して前記ＡＰにより受信されない場合、前記あらかじめ定められた期間内に第
２のＷＴＲＵから受信されたパケットに使用可能なＲＳＳＩ測定があるかどうかを決定し
、ＲＳＳＩ測定がある場合は、前記パケットのＲＳＳＩレベルを決定し、前記ＲＳＳＩレ
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ベルの合計伝送のカウントおよびエラーのカウントを増分して、前記ＲＳＳＩレベルに対
して好ましいパケット伝送速度を更新するように構成されていることを特徴とする請求項
１５に記載のＡＰ。
【請求項２２】
　送受信機のパケット伝送速度を調整するための集積回路（ＩＣ）であって、
　送受信機の前記パケット伝送速度を決定するように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサによって決定された前記速度でもう１つの送受信機にパケットを伝送す
るように構成された送信機であって、前記プロセッサは前記パケットに相対信号強度イン
ジケータ（ＲＳＳＩ）トレーニングプロセスを実行し、あらかじめ定められた期間内に前
記もう１つの送受信機から受信された少なくとも１つのパケットに使用可能な少なくとも
１つのＲＳＳＩ測定があるかどうかを決定する送信機と
　を備えることを特徴とするＩＣ。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、あらかじめ定められた期間内に前記もう１つの送受信機から受信さ
れた少なくとも１つのパケットに使用可能な少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定がある
場合、前記少なくとも１つの有効なＲＳＳＩ測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定し、前記Ｒ
ＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳＳＩトレーニングプロセスに
以前使用されたかどうかを決定するように構成されていることを特徴とする請求項２２に
記載のＩＣ。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、あらかじめ定められた期間内に前記もう１つの送受信機から受信さ
れた少なくとも１つのパケットに使用可能な少なくとも１つのＲＳＳＩ測定がない場合、
前記パケット伝送速度を決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセス
を呼び出すように構成されていることを特徴とする請求項２２に記載のＩＣ。
【請求項２５】
　前記プロセッサが、前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳ
ＳＩトレーニングプロセスによって以前使用されなかった場合、前記パケット伝送速度を
決定するために伝送パケット誤り率（ＰＥＲ）ベースのプロセスを呼び出すように構成さ
れていることを特徴とする請求項２４に記載のＩＣ。
【請求項２６】
　前記プロセッサが、前記ＲＳＳＩレベルが前記あらかじめ定められた期間内に前記ＲＳ
ＳＩトレーニングプロセスによって以前使用された場合、前記パケット伝送速度を、前記
ＲＳＳＩトレーニングプロセスによって決定されたように、前記ＲＳＳＩレベルに対して
確立された好ましいレベルに設定するように構成されていることを特徴とする請求項２４
に記載のＩＣ。
【請求項２７】
　前記プロセッサが、前記もう１つの送受信機が前記パケットの受信に応答して肯定応答
（ＡＣＫ）メッセージを送信した場合、前記ＡＣＫメッセージのＲＳＳＩ測定の前記ＲＳ
ＳＩレベルを決定し、前記ＲＳＳＩレベルの伝送のカウントを増分して、前記ＲＳＳＩレ
ベルに対して好ましいパケット伝送速度を更新するように構成されていることを特徴とす
る請求項２２に記載のＩＣ。
【請求項２８】
　前記プロセッサが、前記パケットへの肯定応答（ＡＣＫ）メッセージが前記パケットの
伝送に応答して前記送受信機により受信されない場合、前記ＡＣＫメッセージのＲＳＳＩ
測定の前記ＲＳＳＩレベルを決定し、前記ＲＳＳＩレベルに対して好ましいパケット伝送
速度を更新するように構成されていることを特徴とする請求項２２に記載のＩＣ。
【請求項２９】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）がアンテナを介して伝送するパケットのパケット
伝送速度を管理するための前記ＷＴＲＵであって、
　特定のパケット伝送速度で少なくとも１つのパケットをノードに伝送するように構成さ
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れた送信機と、
　前記少なくとも１つのパケットを受信して、受信を確認する前記ノードから肯定応答（
ＡＣＫ）信号を受信するように構成された受信機と、
　前記送信機および前記受信機と通信するように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されたメモリと、
　前記プロセッサと通信するように構成された伝送速度データベースと、
　前記プロセッサと通信するように構成された複数のパケット伝送カウンタと
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項３０】
　前記送信機は、前記特定のパケット伝送速度は最初にデフォルトの速度に設定されるよ
うに構成されたことを特徴とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３１】
　前記パケット伝送カウンタは合計成功パケット伝送カウンタおよび個別パケット伝送エ
ラーカウンタを含むことを特徴とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３２】
　前記合計成功パケット伝送カウンタは前記受信機が前記ノードからＡＣＫを受信したと
きに増分されることを特徴とする請求項３１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３３】
　前記個別パケット伝送エラーカウンタは前記受信機が前記ノードからＡＣＫを受信した
ときにゼロにリセットされることを特徴とする請求項３２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３４】
　前記パケット伝送カウンタは合計失敗パケット伝送カウンタをさらに含み、前記プロセ
ッサは前記合計成功パケット伝送カウンタの第１のカウント値と前記合計失敗パケット伝
送カウンタの第２のカウント値の合計に基づいて前記特定のパケット伝送速度を調整する
かどうかを決定することを特徴とする請求項３３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３５】
　前記合計がパケット伝送速度の増加を必要とするパケットのあらかじめ定められた数よ
りも大きいかまたはこれと等しい場合、前記特定のパケット伝送速度が増加されることを
特徴とする請求項３４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３６】
　前記第１のカウント値に対する前記第２のカウント値の比率があらかじめ定められたパ
ケット伝送速度の増加率よりも小さい場合、前記特定のパケット伝送速度が増加されるこ
とを特徴とする請求項３５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３７】
　前記パケット伝送カウンタは合計失敗パケット伝送カウンタおよび個別パケット伝送エ
ラーカウンタを含むことを特徴とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３８】
　前記合計失敗パケット伝送カウンタおよび前記個別パケット伝送エラーカウンタは、前
記少なくとも１つのパケットを前記ノードに伝送した後に前記受信機が前記ノードからＡ
ＣＫを受信しないときに増分されることを特徴とする請求項３７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３９】
　前記特定のパケット伝送速度は、前記個別パケット伝送エラーカウンタのカウント値に
基づいて前記伝送速度データベースに指定された１つまたは複数のサポートされる速度ス
テップだけ減少されることを特徴とする請求項３８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４０】
　前記パケット伝送カウンタは受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）レベルの合計パケ
ット伝送カウンタを含むことを特徴とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４１】
　ＲＳＳＩトレーニングプロセスが前記特定のパケット伝送速度を決定するために以前使
用されなかった場合、前記ノードに前記少なくとも１つのパケットを伝送した後に前記ノ
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ードから受信されたＡＣＫのＲＳＳＩ測定は前記メモリから取り出され、前記ＲＳＳＩ測
定は前記プロセッサによって決定され、前記ＲＳＳＩレベルに対する前記ＲＳＳＩレベル
の合計パケット伝送カウンタは増分されることを特徴とする請求項４０に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項４２】
　前記ＲＳＳＩレベルのパケット誤り率（ＰＥＲ）は前記メモリ内で更新され、前記ＰＥ
Ｒが安定している場合、前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度もまた前記メモ
リ内で更新されることを特徴とする請求項４１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４３】
　ＲＳＳＩトレーニングプロセスが前記特定のパケット伝送速度を決定するために以前使
用された場合、前記ノードに前記少なくとも１つのパケットを伝送した後に前記ノードか
ら受信されたＡＣＫのＲＳＳＩ測定は前記メモリから取り出され、前記ＲＳＳＩ測定は前
記プロセッサによって決定され、前記ＲＳＳＩレベルに対する前記ＲＳＳＩレベルの合計
パケット伝送カウンタは増分されることを特徴とする請求項４０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４４】
　前記ＲＳＳＩレベルのパケット誤り率（ＰＥＲ）は前記メモリ内で更新され、前記ＰＥ
Ｒが安定している場合、前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度もまた前記メモ
リ内で更新されることを特徴とする請求項４３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４５】
　ＲＳＳＩトレーニングプロセスが前記特定のパケット伝送速度を決定するために以前使
用された場合、前記ノードからＡＣＫを受信することなく前記ノードに前記少なくとも１
つのパケットを伝送した後に、前記ＲＳＳＩレベルの前記ＲＳＳＩレベルの合計パケット
伝送カウンタは増分されることを特徴とする請求項４０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４６】
　前記ＲＳＳＩレベルのパケット誤り率（ＰＥＲ）は前記メモリ内で更新され、前記ＰＥ
Ｒが安定している場合、前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度もまた前記メモ
リ内で更新されることを特徴とする請求項４５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４７】
　前記パケット伝送カウンタは受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）レベルの合計パケ
ット伝送カウンタおよびＲＳＳＩレベルのパケット伝送エラーカウンタを含むことを特徴
とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４８】
　前記ノードに前記少なくとも１つのパケットを伝送した後に前記ノードから受信された
ＡＣＫのＲＳＳＩ測定は前記メモリから取り出され、前記ＲＳＳＩレベルに対する前記Ｒ
ＳＳＩレベルの合計パケット伝送カウンタはＡＣＫの前記ＲＳＳＩレベルに対して増分さ
れることを特徴とする請求項４７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４９】
　前記ノードからＡＣＫを受信することなく前記少なくとも１つのパケットが前記ノード
に伝送された場合、最後のＭａｘｉｍｕｍ　Ｄｕｒａｔｉｏｎ期間内に前記ノードから受
信されたパケットに使用可能なＲＳＳＩ測定があるかどうかについて決定が行われ、ある
場合には、前記測定の前記ＲＳＳＩレベルが決定され、前記ＲＳＳＩレベルの合計パケッ
ト伝送カウンタおよび前記ＲＳＳＩレベルのパケット伝送エラーカウンタは増分されるこ
とを特徴とする請求項４７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５０】
　前記ＲＳＳＩレベルのパケット誤り率（ＰＥＲ）は前記メモリ内で更新され、前記ＰＥ
Ｒが安定している場合、前記ＲＳＳＩレベルの好ましいパケット伝送速度もまた前記メモ
リ内で更新されることを特徴とする請求項４９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５１】
　前記ＷＴＲＵは前記ノードから受信された速度コマンドに基づいて前記特定のパケット
伝送速度を設定し、前記受信された速度コマンドに基づいてパケットを伝送することを特



(7) JP 2008-533776 A5 2009.5.7

徴とする請求項２９に記載のＷＴＲＵ。
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